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人々の幸福な状態を社会全体で支
え合うという考え方を「社会福祉」
といいます。誰もが「支え手」とな
ることが福祉のまちづくりの第一
歩です。

支え合いの心を育んでいくために
は、地域の「悩んでいること」「困っ
ていること」をとらえ、変えてい
く気持ちが大切です。あなたの気
持ちに応えてくれる人が地域に必
ずいます。

活力にあふれる地域は、子ども、
若者、高齢者、障がい者などすべ
ての人々がいきいきと暮らせる地
域のことです。お互いのことを思
いやり、行動できる地域へ！

力に
あふれる地域へ

ももいいきき
福祉教育ハンドブック

地域で共に生き、支え合うために
「あなた」ができること。

地域で共に生き、支え合うために
「あなた」ができること。

社会福祉法人　福島県社会福祉協議会
ボランティアセンター
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２軒隣に住む
幼なじみ

何でもよく知ってる

スーパーでよく
見かける親子

お母さんは
いないのかな…？

近所っていうと…

おばあちゃんの友だち
一人暮らしで趣味は

カラオケ

近くのコンビニでよく
見かける車いすの方
おそらく近所だけど、
名前も分からない…

散歩コースでよく会う
おじいちゃん
あいさつはするけど、
どこに住んでる…？

通り向かいに
引っ越してきたご家族
何人家族かも分からない…

あなたの『近所』には
どんな人が暮らして
いますか？

？

　「近所」と聞いて、みなさんは誰を想像しますか？──
 お隣に暮らす方、それともいつもの散歩コースで出会う
方でしょうか。
　ひと昔前とちがって、隣近所という感覚はだいぶ希薄に
なったような気がします。隣の方の顔も名前も分からない
…なんて珍しいことではありません。プライバシーは大切
ですが、地域のいろいろな課題が「無関心」によって見え
なくなっていることも事実です。
　身近な福祉を考えるとき、最小の単位は「近所」です。
近所で困っている方、助けを求めている方の声をキャッチ
できなければ、サポートすることはできません。
　このハンドブックは、近所の方々がどのような課題を抱
えているかを知り、支え合っていくために、みなさんが行
動を起こすきっかけとなることを願って作成しました。

近所で共に暮らす「あなた」にしかできない
「支え方」がきっとあります。

1 2地域で助け合うために大切なことは何ですか？福祉教育Ｑ＆Ａ 優しさと思いやり、そして地域の人と「つながりたい」という積極的な気持ちです。こたえ



可燃の日

自分の目線で、地域を
考えることからはじめよう。
　私たちの地域には、さまざまな人が生活しています。
そのなかで、お互いに理解し合い、助け合って生きていく
ことが大切だということは、多くの人が知っていることだ
と思います。
　でも、隣近所に住んでいる人が何か困っていることや
悩んでいることはないかな？と実際に想像してみたこと
はありますか？
　みんながいきいきと生きるためには、困っていることの
壁を取り除く、もしくは壁を低くしていく必要があります。
みなさんならどうしますか？
　まずは、地域の人をよく見て、声を聞いて、その人の困っ
ていることに気づくことから始めましょう。

「困」という字は、囲いの中に閉じ込められた木が、
成長を止められた状態を指したもの。

この壁を取り除く
にはどうすれば
いいかな？

あなたの住んでいる地域にこんな人はいませんか？

あなたの「気づき」を書き出してみよう。

● あなたが手助けできそうなことは？

・ゴミ捨ての日に一声かける。

・他にも分からずに困っていることが

　ないか聞いてみる。

最近引っ越してきたばかりなので、ゴミの分別方法やゴミ捨ての曜日が
分からず間違ってしまうことがある。

？

例

● あなたが手助けできそうなことは？

認知症の夫をひとりで介護している。体力的にも精神的にも疲れたな…と
感じることがある。

ケース

1

ChapterChapter １

3 4相手の困りごとや悩んでいることがよく分からないときはどうすればいいですか？福祉教育Ｑ＆Ａ その人の立場に立って考えてみましょう。話し相手がほしい？ 寂しい？ 買い物が大変？など…。こたえ

地
域
を
知
る

地域を知る



病気をしてから車の運転ができなくなった。
ひんぱんには外出しないので、一度にたくさん買い物をしたいけど、
公共交通機関だと運ぶのが大変…。

ケース

5小学生の息子と二人暮らし。最近息子が学校の勉強についていけていない
みたいだけれど、私（母親）も仕事が忙しくて教えてあげる余裕がない。

ケース

3

一人で生活するようになってから、電球が切れてしまったときに
高いところの電球を交換するのが難しい。

ケース

4

ChapterChapter １

発達障がいがあり、難しい言葉やあいまいな表現があると理解しにくい。
町内会の回覧板には難しい言葉が出てきて分からないときがあるけど、
なかなか近所の人に聞く勇気がでない。

ケース

2

● あなたが手助けできそうなことは？ ● あなたが手助けできそうなことは？

● あなたが手助けできそうなことは？ ● あなたが手助けできそうなことは？

5 6地域のみんなが何とかしたいと思っていることを話し合うときのポイントは？福祉教育Ｑ＆Ａ なぜそのような問題が生まれてしまうのか、背景を考えることが大切です。こたえ
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あなたのできそうなことは
どんなこと？

「福祉」は誰のためのもの？
　５つの例をみて、どんなことを手助けできそうだなと
思いましたか？ 「自分にできそうなことはないな…」と
思った方もいるかもしれません。でも、次のようなことな
らできそうだと思いませんか？

●日頃から声かけ・見守りをする。

●認知症介護をしている人たちが集う
場を紹介する（または誘う）。

ケース

1

●回覧板を持っていったときに、分かり
やすい言葉で内容を伝える。

●町内会の集まりなどへの参加を呼び
かけ、分からないことがあったときに
気軽に尋ねられる人を増やす。

ケース

2

●放課後お宅にうかがい、息子さんに勉
強を教える（一緒に勉強する）。

●お母さんが悩みを話せる場を紹介
する。

ケース

3

●自分が買い物に行くときにひと声か
けて一緒に行く。

●重い荷物を運ぶのを手伝う。

ケース

5

●電球交換を手伝う。

●家の前を通りかかったついでに、ほか
にも日常生活で困っていることがな
いか尋ねる。

ケース

4

コラム

ChapterChapter １

たとえば…

たとえば…

たとえば…

たとえば…

たとえば…

　「福祉」は誰のためのものでしょうか？ 高齢者や障がい者のた
めかな…と考える人が意外と多いのではないでしょうか。
　「福祉」は、「ふだんの　くらしの　しあわせ」といわれます。
つまり、特別な誰かのことではなく、私たちみんなのことなのです。
たとえば、高齢者疑似体験をすれば、「高齢者ってこんな不便があっ
て大変だな」と感じるでしょう。でも、大変だと感じるだけで終
わるのではなく、相手の立場を自分のこととして考えてみること
が大切です。
　もう一歩踏み込めば、「大変な部分もあるけど、できることもた
くさんあるんだな」「こんな助けがあったら、もっと幸せだな」と
いうことが見えてきます。
　さまざまな生活のしづらさを抱える人たちと「共に生きる」と
いうことは、言葉でいうほど簡単なものではありません。それでも、
自分と立場の異なる人のことを自分のことのように考え、理解し、
助け合おうという意識を一人ひとりが持つことが地域の支え合う
力へとつながります。

7 8「支える」ってその人の代わりに「やってあげること」？福祉教育Ｑ＆Ａ 代わりにやるのではなく、自立して地域で暮らせるよう困っている部分を手助けすることです。こたえ
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を
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ChapterChapter 2

助け合いにつなげるためには？
　「私の住んでいる地域にもこんな困りごとを抱えている人がいる気が
する。私にできることを何かしたい！ でも、何から行動を起こせば
いいの？」と思った方も多いでしょう。

　近所に住む人の困りごとや変化に気づいたら、
「どうしたらもっとよくなるかな？」と考えてみま
す。そうすると、手助けや支え合いのかたちが見
えてきます。

1困りごとへの気づき

　もしかすると同じようなことを考えている人
が他にもいるかもしれません。まずは区長・自治
会長さんや民生委員・児童委員さんなどに相談
してみましょう。そこから地域で協力してくれる
人を増やし、支え合いの輪を広げていきます。

2つながり作り

　地域の人たちが集まる場で「こんな人がいて心
配」ということを話します。地域住民同士で共有す
ることで、手助けするために必要な情報が得られ
るかもしれません。

　活動が終わったところで、新しい課題が見つかったり、
改善していくべき点が見えてきたりするかもしれません。
日頃から地域に目を向け、より気持ち良く暮らせる地域に
なるよう、活動を続けていきましょう。

①～⑥が基本的な流れですが、地域の特性や地域住民の関わり方などは
さまざま。自分たちの地域に合った方法を見つけていくことが大切です！

　いよいよ自分たちが考えた「できること」を
活動として始めます。新しい活動として始める
こともあれば、すでにあるしくみの中でできる
こともあるでしょう。

　同じ地域に住む人たちで共有した情報をもとに、困
りごとを解決していくためには地域をどうしていきた
いか、自分たちにどんなことができるかを考えます。

3

5

4情報を共有する

次の手助けへ

実現する　ために
手助け　したい！を

まずはあなたから。
地域をよくするための一歩を踏み出してみましょう！

助け合い・支え合いへ

「できること」探し

6

9 10助け合いの活動をするうえで気をつけることはありますか？福祉教育Ｑ＆Ａ 活動を通して知り得た情報を目的以外に使ったり、同意なしに第三者に提供したりしてはいけません。こたえ
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地域とつながる



ChapterChapter 2

どんな助け合いのカタチが
あるのでしょうか？

　周囲の人たちが「気づく」ことで手助けできることはたくさんあり
ます。このように、同じ地域に住むみなさん同士で、助け合って生活
の困りごと解決に取り組むことを「生活支援サービス」といいます。

生活支援の活動をする人たち

それは“ボランティア”ではありません。
ボランティアと奉仕活動を混同しないように。

【ボランティア】
　ボランティアは見返りを求めずに
自分の意思に基づいて社会のため
に行う活動です。自分の得意なこと
や関心のあることに対し、自分ので
きる範囲で無理なく取り組むこと
ができます。柔軟な活動なので、制
度だけでは対応できない部分に対
しても細やかな支援を行うことがで
きます。

子どもの頃、「ボランティアをしましょう」と言わ
れて、暑い中で草むしりをさせられたことが
あったな…。それ以来ボランティアというと
「自己犠牲」のイメージが…。

【コミュニティサービス】
　コミュニティサービスは町内会
の清掃や学校での奉仕作業、有償
で行う支援活動など、地域や組織の
一員として行う活動のことです。
　コミュニティサービスの活動をし
たことをきっかけ
に、ボランティア
活動を始める人
もいます。

【CSR】
Corporate　Social　

Responsibility（企業の社会的責任）
　CSRは企業が自社の強みなどを
生かして、地域をよりよくするために
行う活動です。たとえば、災害時に
被災された方に自社の食料品を無
料で提供すると
いった活動はCSR
のひとつです。

【NPO法人（特定非営利活動法人）】
Nonprofit Organization

　NPO法人では地域課題を掘り起こ
し、解決していくための活動を行いま
す。営利を目的とはしていないとい
う点ではボランティア団体と似ていま
すが、法人として組織を運営している
ため、スタッフが有償で活動している
ことが多い団体です。

例

生活支援を必要とする人の相談に乗り、
つないでくれる人たち

民生委員・児童委員、
主任児童委員

　民生委員・児童委員は、地域の課
題を見つけ、つなぎ、見守る役割を果
たしています。民生委員は子育てや
妊娠中の心配事などをサポートする
児童委員も兼ねており、なかでも子
どもや子育てに関する
支援を専門に担当す
る児童委員は「主任児
童委員」と呼ばれます。

【地域包括支援センター】
　地域包括支援センターは、地域住
民の心身の健康に関する相談を受
け、必要に応じた支援を行う機関で
す。社会福祉士、介護支援専門員（ケ
アマネジャー）、保健師などの専門職
同士が連携することで、一体的な支
援につなげることができます。

11 12ボランティアと奉仕活動の違いってなに？福祉教育Ｑ＆Ａ 奉仕活動は自発的とは限りませんが、ボランティアは自分の意志で進んで活動するという点で異なります。こたえ

地
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る



ChapterChapter 2

地域の中にある支援の仕組み

福祉は地域全体で担うもの

コラム

地域の中には、生活支援を担ういろいろな仕組みがあります。

　福祉の担い手というと、福祉の仕事をしている人やボランティア
活動などに積極的に参加できる元気な人、若者などを思い浮かべが
ちです。たしかに、そうした人たちが地域を支えていることには間
違いありませんが、支援を受けている人たちは受ける一方でしょう
か？ そうではないと思います。
　高齢者と子どもが交流をすれば、高齢者は元気をもらえ、子ども
たちは大人との関わり方や礼儀などを身に付ける機会になります。
悩みを抱える人がそれを発信すれば、同じ悩みを持つ人と分かち合
うことができ、解決へ結び付けていくことができます。つまり、福
祉の担い手は、すべての地域住民です。
　誰かに手を差し伸べることもあれば、自分が誰かに助けてもらう
こともあるでしょう。誰もがそれぞれのできることを生かして助け
合い、支え合っていくことで、地域全体がより安心して暮らせるま
ちとなっていきます。

「社協」ってどんなところ？
　「社協」ってどんなところかご存知ですか？ 何をしているかは分
からないけど聞いたことはあるな…という方が多いでしょうか。
「社協」の正式名称は社会福祉協議会といいます。社協は、各都道
府県・指定都市、各市区町村に設置されていて、「福祉のまちづくり」
の実現を目指したさまざまな活動を行っています。また、社協は福
祉サービスやボランティアに関することなどの相談の窓口でもあり
ます。もしご自分が、あるいは周囲の人が「ボランティア活動をし
てみたい」「困りごとを解決したい」と考えていたら、ぜひお近く
の社協にご相談ください。

※サロンとは、交流するために人々が集まる場

●支援を必要とする人と支援する人をつなぐ
・社会福祉協議会(社協)・地区協議会　 ・市民活動サポートセンター
・民生委員・児童委員、主任児童委員　・地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●課題解決のために活動する
・ボランティア団体　　　　　 ・市民活動団体
・NPO団体　　　　　　　　　・住民参加型在宅福祉サービス団体
・老人クラブ　　　　　　　 　・赤十字奉仕団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●地域のつながりを生かして支え合う
・自治会・町内会　　　　　　　・婦人会、子育て支援団体
・消防団　　　　　　　　　　　
・地域のサロン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●自組織の強みや特性を生かして活動する
・青年会議所　　　　　　　　　・地元企業
・生協（生活協同組合）　　　　・農協（農業協同組合）
・労働組合　　　　　　　　　　・福祉施設
・小・中・高等学校等での取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●支援する人を支える
・共同募金　　　　　　　　　・各種助成団体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

13 14一緒に助け合いの活動をしていく仲間をつくるにはどうしたらいいですか？福祉教育Ｑ＆Ａ 社協は地域の助け合いの仕組みづくりを応援しています。まずは気軽にご相談ください。こたえ
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【地域の課題に対して取り組む事例】

大学生だからこそできる『いるだけ支援』
～ボランティア活動～

福島大学災害ボランティアセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　（福島市）

■活動を始めたきっかけ
　東日本大震災後の避難生活が長期化する中で、次第に仮設住宅の空室が
増え、入居している住民の高齢化も顕著になってきました。若い人たちの
声が聞こえるだけでも和むとの声を受け、仮設住宅でとともに暮らし寄り
添う「いるだけ支援」を考えました。

■活動内容
　学生が年間を通して仮設住宅に居住して近所づきあいをしながら、ひき
こもりを防止するために声かけなどを始めました。

■住民の方の変化
　仮設住宅のみなさんと学生の間にお互
い様の関係が生まれ、コミュニケーショ
ンが増えました。学生の生活を気にかけ
てくれることもあり、気分が落ち込みが
ちだった方の表情が豊かになりました。

■学生ならではの寄り添い方
　「仮設住宅を出て新たな生活を始めることになったとしても、今後もそ
れぞれの生活・人生に寄り添いながら、学生だからこそできる支援を継
続していきたい」と北幹線第一仮設住宅5期生住民の久保香帆さん（経
済経営学類4年）は話します。大学生が「いること」が、これからも地
域をより元気にしていきます。

サロンを通して子育て中のお母さんを応援
～NPO団体としての活動～

特定非営利活動法人　
コミュニティちゃばたけ
　　　　　　　　　　　（川俣町）

■活動を始めたきっかけ
　「核家族が増え、子育ての悩みを一人で抱えてしまうお母さんが多く
なってきた」と感じた代表の菅野幸子さんをはじめとする地元のお母さ
んたちが、空き民家を利用してママサロンを始めようと立ち上がりまし
た。子育ての相談に乗るだけでなく、自分たちが持っているさまざまな
特技や資格を生かして料理や小物づくりを教えることで、母親が楽しめ
る場をつくろうと考えました。

■活動内容
　ママサロンの運営をするとともに子どもの預かり、病児保育、送迎等を
することで働く親たちを応援しています。東日本大震災後は、幼い子ども
をもつ母親たちの不安な気持ちに寄り添いたいという思いで、親子で笑顔
になれる活動を継続しています。

■お母さんたちの心のよりどころ
　「ちゃばたけ」は、育児に追われる母
親たちがほっと一息ついてリラックスで
きる場です。不登校や発達障がいの子ど
もをもつ親たちにとって悩みを理解し合
うことが、子どもを信じて支えていくた
めの大きな力になっています。

■地域の人たちを支えるサロン
　平成23年からは高齢者サロンも始めました。地域の親子や高齢者の暮
らしを地域の人たちで支える「ちゃばたけ」の取り組みは、少子高齢化が
進むなかでますます重要になっていきます。

く　ぼ　か　ほ　

かん  の  さち  こ
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自然に支え合う関係のできる居場所づくり
～住民参加型在宅福祉サービス団体の活動～

方木田たすけあいの会・
ふらーっと茶の間（福島市）

■活動を始めたきっかけ
　「誰かと話したい。ひとりで寂しいので気兼ねのない居場所がほしい」
といった地域の高齢者の声に応えるため、ふらっと立ち寄ることができる
サロンの運営を開始しました。ここに集まる人は赤ちゃんから高齢者まで
上下関係がない（フラット）だという思いも込め、この居場所を「ふ
らーっと茶の間」と名付けました。

■活動内容
　ここは特別何かをする場所ではないので、好きに
集まって、好きなことをして、好きなときに帰ると
いう自由な空間です。自由な場でありながらも、み
んなが気持ちよく過ごせるよう気を配っています。

■助け合いが不自由さを解消
　「ふらーっと茶の間」として借りているのは段差の多い一軒家ですが、
この不自由さが自然な助け合いを生んでいます。年代も国籍も障がいの有
無も、さまざまな人たちが大家族のように一つの空間を共有することで、
相手に対する理解を生む学びの場となっています。

■“優しさ”を育てたい
　「様々な家庭の事情で学校から帰ると家で一人になってしまう子どもたち
にとっての安心できる居場所づくりが今後より重要になる」と代表の武田
美恵子さんは考えています。子どもたちが「ふらーっと茶の間」で過ごす
中で自然にほかの子の面倒を見るようになり、優しい心が育まれていくこ
とを願っています。そしてその優しさが、いずれ地域を支える力となって
くれることを期待しています。　

企業の特色を生かした地域密着型の生活支援
～企業の社会貢献活動～

美馬建設株式会社（只見町）

■活動を始めたきっかけ
　只見町は過疎化・高齢化が進んでおり、冬には雪が多く降る地域です。買
い物のための交通手段は主に車ですが、高齢の方は雪道の運転をためらう
方が多く、日常的な買い物に困っていました。そこで、美馬建設株式会社で
は12月から３月の間、毎週水曜日に「ハッピーシャトル」と名付けた無料送
迎車を町内スーパーまで運行することに決めました。

■活動内容
　工程によって空き時間ができるという建設業の特色を生かし、送迎車を
運行しているほか、高齢などの事情で雪かきができない世帯の除雪作業を
したり、なるべくお金のかからないように知恵をしぼり家屋の修繕や改修
などを行ったりしています。

■「ありがとう」の声
　買い物の送迎をしてもらえてとても助かっているという声が多く、感謝の
お手紙が届くこともあります。そうした声を受けて、より多くの方に利用して
いただきたいと思い、以前より大きな車両での送迎を始めました。

■困りごと解決から地域の活性化へ
　「必要とされているからには質を高めていくことが大切」と美馬典昭社
長は話し、地元企業ならではの発想力や行動力で地域のニーズにこたえて
います。今後は若い世代を巻き込んで新しいアイディアを取り入れてい
き、地域の活性化や若者の定住につなげていきたいと考えています。

美馬建設株式会社　http://www.mimakensetu.co.jp/
“現場ブログ”ではハッピーシャトルの活動などについて掲載しています。

たけ  だ
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福島県内にある公設の市民活動（NPO）サポートセンター

各地域のサポートセンター　（2016年12月1日現在）

県　域県　域

●福島市市民活動サポートセンター
〒960-8041　福島市大町4番15号　チェンバおおまち3階
TEL：024-526-4533　FAX:024-526-4560
HP　http://www.f-ssc.jp/

●伊達市市民活動支援センター
〒960-0502　伊達市箱崎字川端7番地　伊達ふれあいセンタｰ3階
TEL：024-583-2800　FAX：024-583-2820
HP　http://www.date-civilsupport.jp/

●郡山市市民活動サポートセンター （アシストパーク郡山）
〒963-8601　郡山市朝日1丁目23番7号　郡山市役所西庁舎3階
TEL：024-924-3352　FAX：024-924-3352
HP　http://assistparkkoriyama.net/

●須賀川市市民活動サポートセンター
〒962-0054　須賀川市牛袋町12　（須賀川市役所生活課）
TEL：0248-88-9131　FAX：0248-73-4160
HP　http://www.city.sukagawa.fukushima.jp/5416.htm/

●しらかわ市民活動支援会
〒961-0905　白河市本町2番地　マイタウン白河2階
TEL：0248-23-8909　FAX：0248-23-8909
HP　http://shirakawa-shienkai.or.jp/

　サポートセンターでは、市民活動団体やNPO団体などで地域のために
活動を行っている人やこれから始めようと考えている人たちの相談を受
けたり、情報提供をしています。

「自分が住んでいる市町村にサポートセンターがない」「どこに相談し
たらよいか悩んでいる」という方は、ふくしま地域活動団体サポートセ
ンターまでお問い合わせください！

●ふくしま地域活動団体サポートセンター
〒960-8043　福島市中町8番2号　福島県自治会館７階
TEL：024-521-7333　 FAX ：024-523-2741
URL　http://f-saposen.jp/

●喜多方市市民活動支援センター
〒966-0806　喜多方市字水上6846番地　喜多方市厚生会館内
TEL：0241-22-0603　 FAX：0241-22-0603
HP　http://www.shiencenter-kitakata.jp/

●会津坂下町まちづくりセンター
〒969-6543　河沼郡会津坂下町字市中二番甲3650番地
TEL：0242-84-2135　 FAX：0242-84-2135
HP　http://nivo.jp/

●会津美里町集落支援みさとねっと
〒969-6264　大沼郡会津美里町字高田甲2905‐1　
会津美里町公民館1階
TEL：0242-36-7714　 FAX：0242-39-7749
HP　http://www.supportmisato.jp/

●南相馬市市民活動サポートセンター
〒975-0003　南相馬市原町区栄町2丁目20
TEL：0244-23-5420　FAX：0244-23-5420
HP　http://www.minami-soma.com/saposen/
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福島県内にある社会福祉協議会

21 22

№ 社協名 電話 ＦＡＸ

1 福島市社会福祉協議会 024-533-8877 024-533-8879
2 二本松市社会福祉協議会 0243-23-7867 0243-23-9046
3 伊達市社会福祉協議会 024-576-4050 024-574-3525
4 本宮市社会福祉協議会 0243-33-2006 0243-33-5260
5 桑折町社会福祉協議会 024-582-1155 024-581-0256
6 国見町社会福祉協議会 024-585-3403 024-585-1555
7 川俣町社会福祉協議会 024-565-3761 024-565-3793
8 大玉村社会福祉協議会 0243-68-2100 0243-68-2103
9 郡山市社会福祉協議会 024-932-5311 024-932-6768
10 須賀川市社会福祉協議会 0248-88-8211 0248-88-8212
11 田村市社会福祉協議会 0247-81-2166 0247-81-2167
12 鏡石町社会福祉協議会 0248-62-6428 0248-62-7198
13 天栄村社会福祉協議会 0248-82-2826 0248-82-2832
14 石川町社会福祉協議会 0247-26-3793 0247-57-7003
15 玉川村社会福祉協議会 0247-57-4410 0247-57-4427
16 平田村社会福祉協議会 0247-55-3500 0247-55-3519
17 浅川町社会福祉協議会 0247-36-3163 0247-36-3173
18 古殿町社会福祉協議会 0247-53-4394 0247-53-4860
19 三春町社会福祉協議会 0247-62-8586 0247-62-8640
20 小野町社会福祉協議会 0247-72-6866 0247-71-0471
21 白河市社会福祉協議会 0248-22-1159 0248-21-0225
22 西郷村社会福祉協議会 0248-25-5454 0248-48-0207
23 泉崎村社会福祉協議会 0248-54-1555 0248-54-1353
24 中島村社会福祉協議会 0248-52-3400 0248-51-1772
25 矢吹町社会福祉協議会 0248-44-5210 0248-44-5827
26 棚倉町社会福祉協議会 0247-33-2623 0247-23-1525
27 矢祭町社会福祉協議会 0247-34-1050 0247-34-1060
28 塙町社会福祉協議会 0247-43-2154 0247-44-1002

29 鮫川村社会福祉協議会 0247-49-3600 0247-49-3700
30 会津若松市社会福祉協議会 0242-28-4030 0242-28-4039
31 喜多方市社会福祉協議会 0241-23-3231 0241-23-3296
32 北塩原村社会福祉協議会 0241-28-3757 0241-33-2070
33 西会津町社会福祉協議会 0241-45-4259 0241-45-4259
34 磐梯町社会福祉協議会 0242-73-2181 0242-73-2181
35 猪苗代町社会福祉協議会 0242-62-5168 0242-62-5183
36 会津坂下町社会福祉協議会 0242-83-1368 0242-83-1368
37 湯川村社会福祉協議会 0241-27-8890 0241-27-8890
38 柳津町社会福祉協議会 0241-42-3418 0241-42-2727
39 三島町社会福祉協議会 0241-52-3344 0241-52-3343
40 金山町社会福祉協議会 0241-55-3336 0241-55-3412
41 昭和村社会福祉協議会 0241-57-2655 0241-57-2649
42 会津美里町社会福祉協議会 0242-54-2940 0242-55-1615
43 下郷町社会福祉協議会 0241-69-5111 0241-69-5113
44 檜枝岐村社会福祉協議会 0241-75-2382 0241-75-2086
45 只見町社会福祉協議会 0241-84-7006 0241-71-7055
46 南会津町社会福祉協議会 0241-62-4169 0241-62-4189
47 相馬市社会福祉協議会 0244-36-5033 0244-36-3109
48 南相馬市社会福祉協議会 0244-24-3415 0244-24-1271
49 広野町社会福祉協議会 0240-27-2789 0240-27-4537
50 楢葉町社会福祉協議会 0240-25-1077 0240-25-1078
51 富岡町社会福祉協議会（郡山市富田） 024-935-3345 024-935-3346
52 川内村社会福祉協議会 0240-38-3802 0240-39-0556
53 大熊町社会福祉協議会（会津若松市） 0242-29-5760 0242-29-5761
54 双葉町社会福祉協議会（いわき市） 0246-84-6725 0246-84-6728
55 浪江町社会福祉協議会（二本松市） 0243-62-0877 0243-23-7970
56 葛尾村社会福祉協議会（三春町） 0247-62-8687 0247-61-1022
57 新地町社会福祉協議会 0244-62-4213 0244-63-2285
58 飯舘村社会福祉協議会（福島市飯野町） 024-562-3622 024-562-3644
59 いわき市社会福祉協議会 0246-23-3320 0246-35-5031

（2016年12月1日現在）
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人々の幸福な状態を社会全体で支
え合うという考え方を「社会福祉」
といいます。誰もが「支え手」とな
ることが福祉のまちづくりの第一
歩です。

支え合いの心を育んでいくために
は、地域の「悩んでいること」「困っ
ていること」をとらえ、変えてい
く気持ちが大切です。あなたの気
持ちに応えてくれる人が地域に必
ずいます。

活力にあふれる地域は、子ども、
若者、高齢者、障がい者などすべ
ての人々がいきいきと暮らせる地
域のことです。お互いのことを思
いやり、行動できる地域へ！

力に
あふれる地域へ

ももいいきき
福祉教育ハンドブック

地域で共に生き、支え合うために
「あなた」ができること。

地域で共に生き、支え合うために
「あなた」ができること。

社会福祉法人　福島県社会福祉協議会
ボランティアセンター
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